
令和３年度 【事業所】放課後等デイサービス NESTⅡ 自己評価 

 

活動場所を分け、工夫している 

公園などを利用している 

活動場所を分けたりして室内が密にならないようにしている 

 

 
児童指導員等適切に配置している 



 
事業所の所在地が 3 階である 

階段に手すりが付いているが、3 階なので車椅子の方は登ることができない 

室内で活動をする上で、角にぶつけたりしないように物を配置するようにしている 

 

 
ミーティングを行い改善を図っている 

毎週土曜日にミーティングを行っている 

 



 
年１回アンケートを行っている 

面談及び支援計画で日々の支援に繋げている 

 

 
ホームページにて公開している 

 

現在、第三者は入っていません 



 
実施している 

 

 
会議を開催し、支援計画にも反映している 

 

 
個々のアセスメントを作成している 



 
ミーティングを行い全員が参加している 

毎月 1 回プログラムミーティングを行っている 

月に 1 回、プログラムミーティングを行っている 

 

 
プログラムミーティングを行い、固定化しないように意見を出し合っている 

 

 



 
長期休暇時、午前中は勉強、午後はプログラム、外出など分けて行っている 

スタッフ一人一人が課題を決め、指導案を作成している 

障害特性も加味して作成している 

 

 
日々の業務に繋げている 

毎朝ミーティングを行っている 



 
リーダーが 1 日の特記事項などをスタッフへ確認し共有している 

当日共有出来ないスタッフについては、記録にて共有を行っている 

 
毎日支援終了後記録を行っている 

 

 
モニタリング会議を行っている 

全職員で話し合い、意見交換をしている。 



 
適切に実施している 

 

 
参画している 

送迎時や電話、メール、書類などで対応している 

 



 
現状医療的ケア児童を受け入れるのは困難 

 

 
相談支援も介入し改善を図る 

 
現在、事例はないが卒業生が増えてきたので検討する 



 

 

 
コロナの状況下により交流は困難 

公園活動時、健常児の児童との交流する機会がある 

 

 
 担当者が参画している 

 



 
送迎時や連絡帳を活用し、情報共有を行っている 

 

面談で個別に行っている 

 
 見学時、契約時に説明を行っている 

 



 
必要に応じて適宜行っている 

 

 
現在はコロナの状況下で交流はなし 

コロナ禍の状況でなかなか取り組めていない 

 

苦情があった場合は迅速な対応を行っている 

 



      

会報は作成していないが、SNS にて情報発信している 

 

 
鍵付きの書庫へ保管している 

 

 送迎時や連絡帳にて情報共有を行っている 

 



現在はコロナの状況下で困難 

 

 
作成し、いつでも閲覧できるようしている 

 
年に 2 回行っている。 

プログラムに取り入れている 

 



 
外部研修、社内研修を実施している 

 

 
身体拘束は行ったことはない。身体拘束については職員研修で実施している 

アセスメント活用 

 



作成し、ミーティングにて情報共有を行っている 


